
協定留学近況報告書 

記 入 日 2017年 11月 10日 

留 学 先 大 学 カ・フォスカリ大学 

留 学 先 で の 所 属 学 部 等 

特定の学部･研究科等に所属している（以下に学部等名を記入） 

※学部等名（日本語）：     ，（現地言語での名称）：      

☑特定の学部等に所属せず様々な学部等の授業を履修している。 

その他：      

留 学 期 間 2017年9月－2018年7月 

明 治 大 学 で の 所 属 国際日本学部国際日本学科     専攻 /      研究科     専攻 

学年（出発時本学での学年） 学部2年生／研究科 博士前期課程 博士後期課程     年生 

Ｉ. 出発前にどのように情報を集め、準備をしましたか。しておいて良かったこと，準備不足だったこと，ぜひ次の学

生に準備としてアドバイスしたいことを記述してください。 

留学先大学の HP を見たり、Buddyや前年度留学されていた先輩と連絡をとったりして情報を集めました。 

 

Ⅱ-1．留学のための渡航前手続き（留学ビザ） ※詳細に記入して下さい 

ビザの種類：就学ビザ 申請先：イタリア大使館(東京) 

ビザ取得所要日数：4～5週間 

（申請してから何日／週間要したか） 
ビザ取得費用：7000円前後 

ビザ取得のためにどのような書類の提出が求められましたか？また，どのように手配しましたか？ 

留学先での住居証明の書類が必要で、滞在先にメールで書類を送ってもらう必要がありました。返信がすぐに来る確証はな

いので、早めにその書類を手配することをお勧めします。その他の書類は日本で問題なく手配可能でした。 

 

具体的な申し込み手順を教えて下さい。 

入学許可証が届いたらイタリア大使館の HPでオンライン予約。必要書類を揃えて予約日時に大使館で手続きを済ます。 

予約日時に到着したとしても、特に夏は申請者が多いので時間通りに手続きの順番が回ってきません。なので、時間に余裕

をもって行くことお勧めします。申請後問題がなければ何週間後かに大使館にビザを受け取りに行きます。 

 

ビザ取得の際に，留学先国大使館で面接のあった方は，どのような質問を受けましたか？ 

面接なし。 

 

ビザ取得に関して困った点・注意点 

ビザ取得は入学許可証受け取り次第早めに行動することを勧めます。 

 

Ⅱ-2．留学のための渡航前手続き（その他の事前準備について） 

その他済ませておくべき準備があればお書き下さい（現地での現金調達準備，携帯電話購入，荷物運送など） 

現地での資金調達のためクレジットカードや留学生向けのキャッシュカードを全部で合わせて 3枚用意しました。携帯電話に

ついては、現地で携帯を購入しなくていいように日本で SIM フリーの手続きをしました。 

 



 

Ⅲ．現地到着後のながれ 

1.到着時の様子 

利用航空会社 Air France 

航空券手配方法 
オンラインと電話 

 

大学最寄空港名 マルコ・ポーロ国際空港 現地到着時刻 19：40 

ｷｬﾝﾊﾟｽへの移動手段 

大学手配の

出迎え 

知人の 

出迎え 

公共交通機関 

 （ バス 電車）      

タクシー  ☑その他（Buddyの出

迎え）                 

移動の所要時間 40分程 

空港からｷｬﾝﾊﾟｽへの移動の際の注意点，タクシー・公共交通機関で移動する際の行き方，料金等 

空港からヴェネチア本島までは、バスと水上バスの二通りの行き方があります。バス利用の場合は 7€、水上バス利用の場合は 15€です。 

大学到着日 9月 8日 10時頃 

2.住居について 

到着後すぐに住居 

入居できましたか？ 

はい 

☑いいえ 

いいえを選んだ方：９月 10日から入居可能だった。 

住居のタイプ ☑寮       アパート        その他（     ） 

部屋の種類 一人部屋  ☑二人部屋       その他（     ） 

ルームメイト 日本人学生 他国からの留学生☑その他（現地のイタリア人の学生） 

住居を探した方法 ☑大学の斡旋 自分で探した    その他（     ） 

住居の申込み手順 Housing Office に申請書類を添付して送信。 

住居は渡航前に，また渡航後すぐに見つかりましたか？トラブルはありましたか？ 

入寮日がオリエンテーションの後だったので、それまでの数日間ホテルに泊まる必要がありました。 

3.留学先でのオリエンテーションについて 

ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝの有無 ☑あった  なかった 

日程 9月 8日、15 日 

参加必須ですか？ 必須   ☑任意参加 

参加費用は？ ☑無料   有料（金額：     ） 

内容と様子は？ 基本的な大学の情報。大学から受けられるサービス。 

留学生用特別ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ ☑あった  なかった 

授業開始日 9月 18日から 

Ⅳ. その他、渡航してから必要な手続きについて 

1．現地で滞在許可等の申請の必要はありますか？いつ、どこで、方法は？日数、料金は？トラブルは？ 

あり。書類を揃えて郵便局で申請し、その後指定された日時に警察署へ行きます。私は来年の2月と指定されました。手続

きは非常に時間がかかるようです。料金は全込で€120 程です。受付の人は英語が通じない事が多いみたいなので、Buddy

の子に付き添ってもらいました。 

2．その他現地でした手続きは？（健康診断、予防接種等）いつ、どこで、方法、日数、料金は？トラブルは？ 

していない。 

3．現地で銀行口座を開設しましたか？手続方法、必要書類、日数、料金は？トラブルは？ 

していない。 

4．現地で携帯電話を購入しましたか？手続方法、必要書類、日数、料金は？トラブルは？ 

していない。現地の携帯会社で SIM カードを購入。 



 

Ｖ. 履修科目と授業について 

1.履修登録はいつどのような形で行いましたか？ 

出発前に（     月     日頃） 

    オンラインで登録 志願書類に記入して登録 できなかった その他（     ） 

☑到着後に（10月 13日頃） 

    オンラインで登録 ☑国際オフィス等の仲介  できなかった その他（     ） 

登録時に留学生として優先されることは あった       ☑なかった 

優先が「あった」方はどのように優先されましたか？ 

      

優先が「なかった」方はどのように登録しましたか？  

まず６月頃に仮登録として Leaning agreement に受講したい授業を書いて送ります。９月中旬から興味がある授業を受講し

て、既に送った Learning Agreement に記載変更があった場合には大学から指定された期日までに修正届を提出します。

提出した時点で履修が決定します。 

 

出発前に授業を登録した方は，現地で変更・追加できましたか？また希望通りの授業が取れましたか？ 

 

 

Ⅵ. 一週間のスケジュール 授業時間、課外活動、勉強時間等、毎日の生活について記入してください。 

 月 火 水 木 金 土 日 

7:00 
                                          

8:00 
                                          

9:00 
                                          

10:00 
授業       日本語 TA 授業 授業             

11:00 
授業       日本語 TA 授業 授業             

12:00 
            日本語 TA 授業 授業             

13:00 
            日本語 TA 授業                   

14:00 
            授業                         

15:00 
            授業       日本語 TA             

16:00 
授業 授業             日本語 TA             

17:00 
授業 授業 授業                         

18:00 
授業 授業 授業 授業 授業             

19:00 
授業             授業 授業             

20:00 
授業             授業 授業             

21:00 
                                          

22:00 
                                          

23:00 
                                          

24:00 
                                          



 
Ⅶ. 現在までの感想  

留学先大学、プログラムについて、授業、宿舎、生活全般についてなど、自由に書いてください。 

カ・フォスカリ大学はヴェネチアに校舎が点在しているので、授業間の移動が大変です。毎日たくさん歩かなければなりませ

んが、観光地というだけあって、通学中も美しい景色が楽しめます。11月に入り、最近は Aqua alta という現象が多くなりまし

た。足が浸かる程の大洪水が起こり、時々通学が大変です。私はイタリア人の子と二人部屋で暮らしています。私の入居し

ている San Toma の寮は小さく、キッチンが無いので毎日電子レンジでできる料理をしています。不便ですが、ヴェネチアの

中心に位置し、目の前にスーパー、徒歩 1 分の所に水上バスの駅があるので、立地条件はとても良いです。大学の授業

は、大学院生の授業だったり、特別講義があったり授業外で集まらないといけなかったり、と想像以上に大変です。 

また、当大学には日本語を勉強する学生が多く、授業の合間を縫って日本語のクラスに TA として参加しています。 

大変ではありますが、現地の日本に興味を持つイタリア人の学生と知り合える、とても貴重な機会だと思っています。 

授業終わりや土日は勉強したり、イベントに参加したり、又は友達と小さなイベントを開催したり、その他は時々旅行をしてい

ます。 

 

留学先大学を目指す学生に向けてのアドバイスをお願いします。 

非英語圏の国ということもあり、その国の言語は勉強しておくことをお勧めします。英語の留学プログラムだからと言ってあまり

必要ないと思っていたら間違いで、現地には英語が話せない人が多く、大事な申請手続きほとんどイタリア語です。 

言語が分からないとスーパーでの買い物でさえも大変です。私は今、大学の勉強とイタリア語の勉強をしていますが、 

両立することは簡単なことではなく、日本にいるうちからもう少し勉強していれば今の状況が変わったのではと思いました。 

また、大学にはヨーロッパ中から留学生が来ています。自分の国についてだけでなく、いろいろな国の文化を学んでおくと、 

相手に敬意を持って話すことができ、会話も弾みます。 

留学は、自分の目標の度合いや頑張り次第でどんなものにでもなります。楽しむだけでなく、自分の学びたいこと、やりたいこ

と、成長させたいことをよく考えておくことをお勧めします。 

 

 

 


